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◇表紙写真説明◇

阿蘇大橋地区斜面防災対策工事
写真提供：国土交通省 九州地方整備局 熊本復興事務所

平成 28 年 4 月の熊本地震により，阿蘇大橋地区では大規模な斜面崩壊が発生し，周辺一帯は壊滅的
な被害を受けた。この災害に対して緊急的な対策が国土交通省九州地方整備局により講じられ，㈱熊谷
組が，建設 ICT や無人化施工，遠隔操作などを駆使しながら，土留盛土工やラウンディング，斜面安
定工等の様々な斜面対策工事を施工中である。
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